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平成２２年（フ）第１４７４号
仙台市泉区泉中央３丁目14番地の９ ＴＡＳ
ビル402

破産者 得永 江美
１ 決定年月日 平成23年１月18日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

仙台地方裁判所第４民事部破産係
平成２２年（フ）第９号
茨城県行方市山田3634番地
破産者 齋藤 清隆
１ 決定年月日 平成23年１月18日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

水戸地方裁判所麻生支部
平成２１年（フ）第４０２号
福井県m江市本町４丁目７番20号
破産者 明石 邦夫
１ 決定年月日 平成23年１月18日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

福井地方裁判所民事部破産係
平成２２年（フ）第９４９号
京都府京田辺市興戸下ノ川原28番地６、破産
手続開始決定時の住所京都府京田辺市大住平
谷３番地２
破産者 ロンディス大阪こと 杉木 一
１ 決定年月日 平成23年１月18日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

京都地方裁判所第５民事部破産係
平成２２年（フ）第５２８号
大阪府和泉市池田下町1247番地の１`Ｂ101、
前住所大阪府松原市小川４丁目19番７号
破産者 山本電気こと 山本 孝浩

１ 決定年月日 平成23年１月18日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

大阪地方裁判所岸和田支部破産係
平成２２年（フ）第７８４号
大阪府岸和田市春木泉町７番19号
破産者 ＴＡＮＡＫＡオーシャンこと 田中
洋

１ 決定年月日 平成23年１月18日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

大阪地方裁判所岸和田支部破産係
平成２２年（フ）第８０５号
大阪府岸和田市本町16番３号
破産者 おくの商会こと 奥野 忠昭
１ 決定年月日 平成23年１月18日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

大阪地方裁判所岸和田支部破産係
平成２２年（フ）第８０６号
大阪府岸和田市本町16番３号
破産者 奥野 洋子
１ 決定年月日 平成23年１月18日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

大阪地方裁判所岸和田支部破産係
平成２１年（フ）第９００号
兵庫県姫路市花田町上原田29番地１ レオパ
レス小深田106号
破産者 伊藤 良博
１ 決定年月日 平成23年１月18日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

神戸地方裁判所姫路支部

平成２２年（フ）第５２３号

兵庫県加古川市加古川町河原10番地の14

破産者 桝本 直美

１ 決定年月日 平成23年１月18日

２ 主文 本件破産手続を廃止する。

３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費

用を支弁するのに不足する。

４ 主文 破産者について免責を許可する。

神戸地方裁判所姫路支部

平成２２年（フ）第７０号

島根県雲南市大東町大東1742番地１

破産者 飛田 治

１ 決定年月日 平成23年１月18日

２ 主文 本件破産手続を廃止する。

３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費

用を支弁するのに不足する。

４ 主文 破産者について免責を許可する。

松江地方裁判所民事部

平成２２年（フ）第７１号

島根県雲南市大東町大東1742番地１

破産者 飛田 O介

１ 決定年月日 平成23年１月18日

２ 主文 本件破産手続を廃止する。

３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費

用を支弁するのに不足する。

４ 主文 破産者について免責を許可する。

松江地方裁判所民事部

平成２２年（フ）第７２号

島根県松江市宍道町白石168番地１

破産者 飛田 藤夫

１ 決定年月日 平成23年１月18日

２ 主文 本件破産手続を廃止する。

３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費

用を支弁するのに不足する。

４ 主文 破産者について免責を許可する。

松江地方裁判所民事部

平成２２年（フ）第７３号

島根県雲南市大東町大東1742番地１

破産者 飛田 ©子

１ 決定年月日 平成23年１月18日

２ 主文 本件破産手続を廃止する。

３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

松江地方裁判所民事部
平成２２年（フ）第１６３号
島根県松江市奥谷町289番地
破産者 藤原 敏u
１ 決定年月日 平成23年１月18日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

松江地方裁判所民事部
平成２２年（フ）第１６４号
島根県松江市上東川津町158番地５
破産者 藤原 寿俊
１ 決定年月日 平成23年１月18日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

松江地方裁判所民事部
平成２２年（フ）第５０号
広島市安芸区中野４丁目36番８号
破産者 田中 康造
１ 決定年月日 平成23年１月18日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

広島地方裁判所民事第４部
平成２２年（フ）第１０９５号
広島市安佐北区白木町大字三田747番地４、
開始決定時の住所広島市安佐北区倉掛３丁目
７番１号
破産者 大迫 利雄
１ 決定年月日 平成23年１月18日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。
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